
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２５年６月１０日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）： 

心理的援助者の一つである臨床心理士を目指す大学院生に対し，体験的学習として通常授業形

式と集中授業形式によるゲシュタルト療法に基づいた体験的グループを行い，統制群を加えた

縦断的なデータからその効果を比較検討した。その結果，統計的に十分な値は得られなかった

が，体験的グループに参加した２群では，感情への気づきや自己への気づきが高まる可能性が

示唆された。この結果は，参加者の主観的な報告からも支持された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This study examined the influence of experiential group training based on Gestalt therapy for 
Japanese graduate students studying to be clinical psychologists. They were assigned to either 
a regular study group, an intensive study group, or a control group. Although the results were 
not statistically significant, there were indications of increases in values on several subscales 
about self or emotional awareness among members of the regular and intensive study groups 
but not within the control group. These results were supported by subjective reports from 
members in the two groups that showed some change. 
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１．研究開始当初の背景 
現在の日本において心の問題やそのケア

に対する社会的関心は高く，その対応に当た
る心理的援助者として，例えば臨床心理士の
有資格者やその養成機関である指定大学院
の数も急増している（日本臨床心理士資格認

定協会，2008）。その一方で，排出される心
理的援助者の質の問題が取り上げられ，その
教育・訓練課程の見直しを求める動きもある
（金沢ほか，2007，2008）。 
心理的援助の先進国である海外諸国の教
育・訓練課程と比較すると，日本では体験的
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学習が少ないことが指摘されている（岩壁，
2007）。体験的学習とは，心理的援助者の基
礎能力となる自己への気づき（自身の対人関
係上のパターン，考え方の歪み，感情的に反
応しやすい問題など，様々な面での自己理
解）を高める上で有効とされる。体験的学習
の具体的な進め方には，個人で教育分析や個
人分析を受ける方法と，体験的グループを受
ける方法とがある。大学院における心理的援
助者の教育・訓練課程という範疇においては，
人材や費用や時間等で多大なコストが必要
となる個人で受ける方法に比べて，実施が比
較的容易で効率も良いとされる体験的グル
ープの方が，より導入がしやすいと考えられ
る（マーカス，1990）。 
体験的グループ自体は，日本でもエンカウ

ンターグループを中心に様々な実践活動が
報告されているが（畠瀬，1990；野島，2006），
それらの焦点は個人よりもグループ力動に
置かれることが多い。それに対してゲシュタ
ルト療法に基づく体験的グループ（以下，ゲ
シュタルトグループ）では，グループ内で個
人セラピーを行うことに重点が置かれてい
るという特徴があり（ジンジャー，1990），
自己への気づきを高めるという目的に対し
てはより有効であると考えられる。実際に，
それを支持する報告もみられる（福岡，
2006；中西ほか，2008）。 
以上のことから，臨床心理士養成の指定大

学院に在籍する大学院生に対して，ゲシュタ
ルトグループを実施することが，自己への気
づきを高める上で有効かどうかを検証する
ことは，心理的援助者の質を高める教育・訓
練課程を検討する上で有意義と考えられる。 
 
 
２．研究の目的 
以上を踏まえて，具体的な本研究の計画と

目標は，以下の３点となる。 
(1)ゲシュタルトグループによる訓練を実

施し，参加者の自己への気づきにどのような
影響を及ぼすかを検討する。 
(2)大学院教育への適用可能性から，介入

群として通常授業形式で実施する群（通常
群：週１回ペースで 90 分を 14 回）と集中授
業形式で実施する群（集中群：数日間で 90
分を 14 回分）の２群を設定し，統制群を加
えた縦断的な調査を実施して，実証的に比較
検討する。 
(3)必要に応じて，より効果的な実践法や

効果測定法を検討するため，個々の参加者に
対して質的な調査を適宜行う。 
 
 
３．研究の方法 
(1)全体のスケジュール 
年間でのスケジュールを図１に示す。各内

容の詳細は以下に順に記載する。１年目およ
び２年目は通常群，集中群，統制群のデータ
を取得した。３年目は分析対象者が不足して
いた集中群のみ実施した。 

 
(2)参加者の募集手続き 
①通常群と集中群：４月の時点で，全学年
の大学院生が集まる授業時間内にゲシュタ
ルトグループの説明集会を行うことを告知
し，説明集会への出席者に対して詳細を説明
した。その後，参加希望者に対して個別に意
思確認をした上で同意書への署名を求め，ゲ
シュタルトグループへの参加者とした。通常
群と集中群への割り当てについては，参加者
の都合や意向を確認した上で行った。 
②統制群：ゲシュタルトグループの説明集
会の告知を行う際に，通常群および集中群と
しての参加を希望しない者に対して，統制群
として年間３時点での質問紙調査への回答
を依頼した。なお，ゲシュタルトグループへ
の参加を希望して説明集会に出たが，日程等
の都合で最終的に参加できなかった者も統
制群には含まれる。 
 
(3)各群の分析対象者 
分析対象者は，年間３時点での質問紙の回
答が揃っている者に限定した。３年間にわた
り行った調査であるため，同一人物のデータ
が複数ある場合には以下のようにした。①統
制群および通常群または集中群としてのデ
ータがある場合，統制群としてのデータを削
除。②統制群としてのデータが２度ある場合，
２度目のデータを削除。その結果，最終的な
分析対象者は以下のようになった。 
統制群：男性５名，女性 20 名（平均年齢：

M=28.84，SD=10.11） 
通常群：男性３名，女性８名（平均年齢：

M=25.91，SD=4.48） 
集中群：男性１名，女性 10 名（平均年齢

M=25.73，SD=4.03） 
 
(4)測定された指標 
①体験過程尊重尺度（福盛・森川，2003）：
19 項目５件法。体験過程に注意を向けようと
する態度（７項目），問題との距離を取る態
度（４項目），体験過程を受容し行動する態
度（８項目）の３下位尺度で構成される。 
②感情体験尺度（中田，2006）：17 項目４



件法。感情に対する統制可能性（７項目），
感情に対する尊重性（７項目），感情の優位
性（３項目）の３下位尺度を含む。 
③Body Awareness Questionnaire（Shields, 

Mallory & Simon, 1981）：18 項目７件法。バ
ックトランスレーションを行って用いた。 
④質的データと主観的報告：ゲシュタルト

グループの様子は録音・録画によって記録さ
れた。また，通常群と集中群に対しては，そ
の日のゲシュタルトグループが終わるたび
に，体験や学びを尋ねる自由記述式の質問紙
への回答を依頼した。最終日には，ゲシュタ
ルトグループへの参加の前後で，プラスにな
ることがあったか，マイナスになることがあ
ったか，なんらかの変化を感じるか，の３点
について５件法での回答と，具体的な内容に
ついて自由記述での回答を求めた。 
 
(5)ゲシュタルトグループの実施内容 
報告者がファシリテーターを務め，標準的

な形式（シムキン，1978；倉戸，2006）に従
ってゲシュタルトグループを実施した。参加
者からの自主的な申し出に応じて，「今，こ
こ」での体験を促進して自己や感情への気づ
きを促し，葛藤の統合や未完了の経験の完了
を目指して，エンプティチェアやファンタジ
ートリップ，ドリームワークやボディワーク
などが行われた。 
なお，機材準備や会場設営のためのコ・セ

ラピストとして，過去にゲシュタルトグルー
プに関わった経験のある大学院生が，各グル
ープに１名ずつ加えられた。 
 
 
４．研究成果 
(1)量的指標の変動の検討 
測定された７つの尺度得点の変動を検討
するため，時点（１回目，２回目，３回目）
の３水準を被験者内要因，群（統制群，通常
群，集中群）の３水準を被験者間要因とした，
２要因混合計画の分散分析を実施した。なお，
交互作用に有意差が認められなかった場合
にも，今後の示唆を得ることを目的として探
索的に単純主効果の検討を行った。 
①体験過程に注意を向けようとする態度

（図２）：主効果および交互作用ともに有意
差は認められなかった。単純主効果の検定で
は，統制群において２回目より３回目が低い
傾向がみられた（p<.10）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②問題との距離を取る態度（図３）：主効

果および交互作用ともに有意差は認められ
なかった。単純主効果の検定では，通常群に
おいて１回目より３回目が高い傾向がみら
れた（p<.10）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③体験過程を受容し行動する態度（図
４）：相互作用が認められた（F(4, 88)=2.079, 
p<.10）。単純主効果の検定では，有意差およ
び有意傾向は認められなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
④感情に対する統制可能性（図５）：相互

作用が認められた（F(4, 88)=2.719, p<.05）。
単純主効果の検定から，通常群において１回
目より２回目の方が高い傾向がみられた
（p<.10）。 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑤感情に対する尊重性（図６）：主効果お
よび交互作用ともに有意差は認められなか
った。単純主効果の検定では，統制群におい
て１回目より３回目が低い傾向がみられた
（p<.10）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑥感情の優位性（図７）：相互作用が認め
られた（F(4, 88)=2.513, p<.05）。単純主効
果の検定から，統制群において１回目より３
回目の方が低かった（p<.05）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑦Body Awareness Questionnaire（図８）：主効

果および交互作用ともに有意差は認められ
なかった。単純主効果の検定では，集中群に
おいて１回目より３回目が高い傾向がみら
れた（p<.10）。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2)主観的報告の検討（表１） 
各グループの最終日に測定された，ゲシュ
タルトグループへの参加の前後で，プラスに
なることがあったか，マイナスになることが
あったか，なんらかの変化を感じるか，の３
点について t検定を行い，通常群と集中群を
比較したところ，すべての指標において有意
差は認められなかった。 

 
①プラス：全員の回答が４または５であっ
た。自由記述の回答では，自分の中にある
様々な感情に気づけた，感情や感覚に注意を
向けて体験するようになった，今まで知らな
かった自分を知ったり向き合ったりできる
ようになった，などが報告された。 
②マイナス：４をつけた者が３名，３をつ
けた者が４名，他はすべて２以下であった。
４または３の自由記述の内容では，ネガティ
ブな感情もしっかり体験するようになった
ためにしんどくなることもある，自分の中で
閉じておかなければいけないと思っている
部分が出てしまった，知らない自分に出会え
たがどうしたらいいのか，などが報告された。 
③自分自身に感じる変化：２が１名，３が
２名，他はすべて４以上であった。自由記述
で挙げられた具体的な変化の内容としては，
日常場面や面接場面での言動，他者への見方
や関わり方，自信，物事への取り組み方，な
ど様々なものが報告された。 
 
(3)まとめと今後の課題 
統計的な差は十分に認められなかったが，
統制群ではすべての指標において変動がな
いか下降したのに対し，通常群と集中群では
すべての指標において変動がないか上昇が
みられた。さらに，通常群と集中群の主観的
な報告では，多くの者がプラスになったこと
を認め，自分自身に変化を感じると回答して

M SD M SD

プラス 4.55 0.52 4.82 0.40

マイナス 2.36 1.03 2.09 1.04

変化 4.00 0.00 4.00 1.00

通常群 集中群

表１　グループ終了後の主観的報告



いる。また，マイナスになったとの報告は少
なく，内容的にも自己や感情への気づき自体
は深まっていることが示唆される報告であ
った。以上のことから，ゲシュタルト療法に
基づいた体験的グループによる体験的学習
は，感情への気づきや自己への気づきに対し
て一定の効果があることが示唆されたとい
えよう。 
今後は，より精度の高い実験デザインでの

追試を重ねることが望まれる。具体的には，
参加者の数を増やすこと，研究実施者と体験
的グループのファシリテーターを分けるこ
と，統制群をグループへの参加希望者のみで
構成すること，他の体験的グループと比較す
ること，などが挙げられる。以上の点に留意
して追試を繰り返し，ゲシュタルトグループ
の効果をより明らかにしていくことが必要
であろう。また，実施形式としての通常群と
集中群の差異や特徴についても，主観的報告
からは違いが認められなかったが，より詳細
な検討が期待される。 
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